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ロータリークラブ入会のきっかけは、当院の人間ドックの婦人科検

診を大森産婦人科にお願いしていた関係で、大森千里先生から入会の

勧誘を受けました。「昼食をかねて１時間出席して話し合うだけの会

だから。いついつの例会で紹介します。」と承諾ありきのお話でした。

入会当時の会長は入江瑞彦会長で、当日、新入会員として森脇祥文

先生、岡田忠夫氏、増永繁氏と私の４名が紹介されました。増永氏は

１年余りの短期間に退会され、岡田氏は健康相談等よく話す機会があ

りましたが、しばらくして退会されました。現在、同期としては森脇

先生と私の２人になっています。最初は「とりあえず親睦委員会に加

わってください。」との事だったと記憶しています。

翌年、宅見会長の時も引き続き親睦委員会に所属しました。

次年度の大森明夫会長の時は出席委員長でした。早めに行って受付

をしなければならないので、外来診察を早めに切り上げるのが大変でしたが、両隣りの親睦委員

会やS.A.A.の皆様の応援に助けられました。

また、この時期に国際奉仕委員会の事業としてタイのチェンライロータリークラブと姉妹提携

して、タイ北部の少数民族の地域の小学校に図書を贈呈支援する「クンパニヤ文庫」事業が始まっ

ており、前年に続き、贈呈交流のため訪問会員を募るとの事で、出席委員長の立場上、初めての

海外旅行を経験しました。

その時の事で思い出される事が３つあります。１つ目は、海外旅行用のキャリーケースを持た

ず、国内旅行と同じボストンバッグ一つで出かけ、帰りもおみやげなどをそのバッグに入れて、

預け荷物にしたところ、大惨事が起きました。帰宅して見たら、数個買っ

た象の置物の脚が折れたり全壊したりして全く使い物になりませんで

した。丈夫なキャリーケースの必要性をその時に理解しました。

２つ目は、私の高校時代の友人が通産省からタイの日本大使館に出

張勤務しており、タイに行くと連絡したところ、ゴルフで歓迎します

との事になりました。そこで帰りを１日延期し、一緒にプレーを希望

された前年会長の入江さんも一緒にラウンドしました。その日は快晴

で、汗だくで日焼けがひどかった事を憶えています。タイの気候を甘

くみていました。３つ目は、関西空港に着いた時に、当時会員だった、
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大橋　卓司
本日は、今年最後の例会です。
一年間大へんお世話になりました。
皆様のご協力でどうにか年度前半を終えることが出
来ました。来年もよろしくお願いいたします。
皆様良い年をお迎え下さい。
また、本日の井野会員の卓話、楽しみにしています。

井野　隆弘
卓話させていただきます。

櫻井　宣孝・西田　光衛・佐野　栄作
内海　　薫・嶋谷　拓雄
井野会員、本日の卓話宜しくお願い致します。

村上　則宏
先日末っ子が結婚して、肩の荷が少し軽くなりました。

西中　亮二
三枝さん、お世話になりました。

中谷　利幸・京谷　愼平・田中　浩行
吉川　　弘・柿木　國夫・青柳　　淳
廣瀬　明正・伊藤　勝之
本年も大変お世話になりました。来年もよろしくお願
いいたします。

志方　正昭・増田　耕太郎・坂口　嘉久
花をかざりましょう。

幹事報告　第 23 回（通算 1797 回）

１．地区より
　　⑴　一般社団法人ロータリーの友事務所から『事業報告』が届いております。
　　⑵　公益財団法人ロータリー米山記念奨学会より『ハイライト米山』が届いております。
　　⑶　公益財団法人 PHD協会より『PHDレター』が届いております。

２．高砂RC、姫路 RC、姫路南RC、明石南RCより
　　例会変更のお知らせが届いております。

例会記録　2018.12.19（水）　通算 1911 回
ソ ン グ
出 席 報 告

「奉仕の理想」「四つのテスト」
１２月　５日　会員数４３名　欠席者 　８名　  出席率　80.48％ （修正による）

　（この内出席免除者　１０名） 
１２月１９日　会員数４３名　欠席者 １６名　  実出席者数　２７名

　（この内出席免除者　１０名）   　出席率　62.79％

増強パンフレットどなたかお持ちであれば持ってきて下さい。

坂口　嘉久委員長

増強・職業分類委員会増強・職業分類委員会

藤本会員のお父様の悦朗氏がお亡くなりになり、お通夜が当日に執り行われることがわかりまし

た。時間的に間に合わないため、失礼とは思いながら、そのままのスポーツシャツ姿でお悔みに

うかがった事が思い出されます。初めての海外旅行の思い出話でした。

また、大森会長が毎月１回、食べ飲み会を提案されたところ、毎回多くの参加があり、にぎや

かに懇親を深める事ができました。やはり楽しい事や自分のためになる事があると人は集まるも

のです。

翌年は藤本顕会長で、私は会報委員会委員長で、委員は田中浩行氏、現在退会されている柿迫

雅一氏、三輪佳公氏の４人でした。記録担当として私が６か月間、後は２か月ずつ他のメンバー

に担当していただき、仕事で遅れる可能性がある私をサポートしていただき、大変お世話になり

ました。この後も、このメンバーでよく食べ飲み会をして懇親を深めました。

次に、私の仕事についてお話をさせていただきます。平成５年に井野病院を法人化し、地名に

ちなんで医療法人社団汐咲会井野病院としました。この頃より医療費政策から急性期病院の在院

日数の短縮が打ち出され、長期療養病床の必要性が生じてきました。当時、既に新たな病床増床

は許可されず、新たに設定されている老人保健施設なら開設可能との事で、平成９年に介護保健

施設しおさきヴィラを開設し、病院との連携で病床管理に対応しました。その後、その一連で平

成28年にサービス付き高齢者向け住宅しおさきケアコートを開設しました。どの施設も病院の

すぐそばにあり、発病・急変時にすぐ受診できるという事で良い評価につながっています。

この介護老人保健施設しおさきヴィラとサービス付き高齢者向け住宅しおさきケアコートは職

場例会で会員の皆様にも訪問していただきました。

最後に、ロータリー会員になって良かったと思う事を数ある中から一つ述べさせていただきま

す。それは「時間厳守」という事です。時間内に一応の結論を出すという運営を見てきて、それ

が現在の自分の仕事のやり方に活かされていると思います。以前は記入しないといけない書類が

たくさんたまって休日に処理していた事もありましたが、今は当日に済ませる事が習慣づけられ

ました。感謝しています。



◇  ◇  プログラム予定  プログラム予定  ◇◇

会　長　　大　橋　卓　司
例会日時　　毎週水曜日　12：30　　例会場　　高砂商工会議所会議室（2F）
事務局　高砂商工会議所内　〒 676-0064　高砂市高砂町北本町 1104　電話（079）443-0500

幹　事　　青　柳　　　淳 クラブ会報・広報・記録委員長　　三　枝　丈　次

●●●   近隣クラブインフォメーションは、高砂青松ロータリークラブのホームページにてご確認ください。  ●●●  

1 月 ９日（水）高砂市長　登　幸人様卓話 牛・豚カツカレー
1 月 16 日（水）ロータリー情報委員会担当卓話　都倉　達殊会員 海鮮ばらちらし寿司
1 月 27 日（日）新年家族例会【親睦委員会担当】於：加古川プラザホテル
1 月 30 日（水）職場例会【職業奉仕委員会担当】於：高砂医師会館 幕の内弁当

「いそがしく　時計の動く　師走かな」　　（正岡 子規）

先週配布された「ガバナー月信」12月号で、矢野ガバナーは、
地区内クラブの現況について、次のように述べられています。「会
員増強に苦戦し、退会防止に有効な対策が打てておらず、結果、会
員数の減少につながっている。会員が増えることによってクラブに
活気が生まれる、一方、クラブに魅力を感じなければ、確実に人は離れていく。」と指摘さ
れています。
特に従来型のクラブは、高齢化が進み、増強がままならず、一方、例会の時間帯や回数
を変更したり、入会金をなくしたり、食事の有無を含めた会費の調整等を実施した、新し
いタイプのクラブは順調に、女性や若年会員を集めていると言及されています。
以前、あるパストガバナーは、「例会の出席率があがれば、会員は必ず増加します。出席
率を上げるためには、例会が楽しくなくてはなりません。例会が楽しければそのクラブは
居心地がよく、心温まる雰囲気になります。そして、それぞれのクラブに文化が育まれます。」
また別のパストガバナーは「ロータリーやクラブの魅力は、ひとえに会員一人ひとりの
魅力に他ならないと思います。だからこそロータリーやクラブの今後は、今いる会員全員
の手の中にあるのです。」
ということで、わがクラブに置き換えますと、これまで従来型のクラブとしてやってま
いりましたが、今後においては、増強面がままならなければ、クラブの在り方等について
考える時期が近づいているかもしれません。とは言っても、今の私たちがすべきことは、“会
員増強”面はもちろんですが、前々回の“会長の時間”の中でお話した“魅力的な例会”“楽し
い例会”にすべく知恵を絞ることかと思います。先週の理事・役員会で、出席状況の問題も
含め色々とご議論いただき、その中から、やっても良いとご承認いただいたものから、取
り入れていこうと思います。“例会”の基本的な流れはそのままに、多少の合間の時間を使っ
て、まずは“アクセント”になるような企画を実施していきたいと思います。
具体的には、既に実施していることですが、“ロータリーの友”配布時の、広報委員会に
よるおすすめページ紹介コーナーや、あるいは、先週の様に西田会員から版画カレンダー
をいただいたときは、その中身つまり、描かれた仏像や言葉の解説コーナーを設けるといっ
たことです。
こんな感じで、身近にできることを毎週何かしら合間の時間を見つけて企画・演出して
いければと考えています。
最後に来たる2019年が、皆様にとりまして素晴らしい年になりますようお祈り申し上げ
て、今年最後の会長の時間とさせていただきます。


